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Ⅰ．はじめに
中国の湖北省武漢市で 2019 年 12 月以降，病原体不明の

肺炎患者が確認され，新型コロナウイルス（2019-nCoV）
による肺炎だと判明し（富士フィルム HP, 2020），翌年
１月からわが国でも感染者が認められる（ミクス Online, 
2020）ようになった。その影響は現在まで様々に及んでい
る。中でも大学教育においては令和 2 年度よりインター
ネットを活用した遠隔授業を始める大学が増えている。教
員が講義を配信し，学生が視聴する環境の確保や講義内容
などの課題があり，大学の運営を根底から見直すときで
はないかとの報道もある（前田，2020）。遠隔授業では各
種のビデオ会議システムを用いて，同期型，非同期型等，
様々に行われている。これまで遠隔授業については植野他

（2001）や小池（2001）といった実践はあるものの，大学
教育においては一般的なものとは言えず，教員，学生のほ
とんどがともに初めての経験となった。筆者は遠隔での相
談（相模，2011．長尾他，2011）の経験はあるものの，遠
隔授業は初めてであり，戸惑いつつの実践となった。

本研究では教育学部における教員免許取得のための必修
授業「教育相談論」の授業において同期型の遠隔授業を
行い，学生の自由記述による感想を調査し，修正版グラ
ウンデッド・セオリー・アプローチ（Modified Grounded 
Theory Approach，木下，2003，以下 M-GTA）を用いて
分析し，遠隔授業を受ける学生の対処と成果について検討
することを目的とした。

Ⅱ．授業について
1．対象授業

筆者の担当する「教育相談論」の授業を対象とした。開
講時期は令和 2 年度前期にあたる 2020 年 4 月から 7 月，
全 14 回であった。本授業は教職科目Ａに属し，教職免許
取得の必修授業である。受講対象者は教育学部 2 回生とな
り，受講登録者数は 177 名（平均出席者数 156.15 名）であっ
た。

2．授業内容及び従来からの変更内容
①従来の授業内容…もともとの授業内容は筆者のスクール
カウンセラーの経験を活かした，実際の事例をもとに教員
の対応を学生での小グループでの討論を行った。その後，
実際の事例での対応を学生の劇形式の発表をもとに考えて
いく内容が中心であった。ミニシンポジウムも授業内で 2
回，学生の発表をもとに行い，再履修以外の学生全員が発
表を行う形を取っていた。また現職教員に実地指導講師と
して 2 回の授業に来ていただき，教育現場の問題や実際の
対応を講義していただいた。筆者の講義も事例の解説や
チーム学校，スクールカウンセラーやカウンセリングの簡
単な考え方などの内容で行っていた。授業評価は毎回「授
業評価シート」に出席も含め記入してもらい，学生に提出
してもらい，それに応じて授業改善を行っていた。課題に
ついては毎週提示し，大学の修学支援システムを用いて学
生が提出していた。
②遠隔授業での変更…これに対し，遠隔授業では発表を
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廃止して，討論は LINE 株式会社が提供するコミュニケー
ションアプリ「LINE」を使用した。LINE についてはこ
れまでゼミで指導してきた学生の卒業研究の結果において
SNSの中でも他に比べて使用率が高かったため，採用した。
授業最初に筆者と LINE で友だちになってもらい，授業全
体のグループに招待した。2-3 週ごとにグループ割を学生
に送り，各グループを作成してもらい行った。またスクー
ルカウンセリングでの事例については学生にグループに分
かれて，劇形式で発表する形式を取っていたため，ほとん
どの事例について 2 週に渡って紹介していたものを劇形式
の発表をやめ，1 週に縮小し，代わりに 1 事例追加した。
ミニシンポジウムもグループでの打ち合わせが難しいため
発表をやめ，学生が自ら調べた文献をもとに討論を行った。
実地指導講師，講義，課題については変更の必要がなく行
えるため，同様に行った。課題のみ前年度の課題のコピー
での提出を防ぐため，字数を変えている（300 字以上 350
字以内）がこれも毎期変えているので同様である。授業評
価は Microsoft Forms を用いて「授業評価シート」同様の
ものを作成し，授業終了後に 3 日間を期限として学生に提
出してもらった。これらの授業形式については開始前と授
業初回に学生に周知し，学生からの了解を得た上で行った。

３．遠隔授業の方法
授業全回においてビデオ会議システム「ZOOM」を用

いて行った。4 月中の授業についてはマナトメプログラム
（経済産業省，2020）を用いたウェビナー形式，それ以降
は大学のアカウントを用いたミーティング形式で行った。
授業を接続トラブルなどで見られなかった学生のために，
録画ビデオを授業後に You Tube の限定公開で 3 日間を
期限として行った。前述の LINE での討論内容のまとめや
質疑応答を ZOOM でのグループチャットの機能を用いて
行った。学生のビデオは公開とせず，音声に留めて行った。

Ⅲ．方　法
1．調査対象者

最終回出席者 117 名を対象に有効回答数 107 名を分析対
象者とした。

2．調査内容
研究目的に沿った調査項目を独自に作成した。
調査内容は「遠隔授業になることを初めて聞いた感想を

教えて下さい」，「遠隔授業を初めて受けたときの感想を教
えて下さい」，「遠隔授業で技術的に苦労したことを教えて
下さい」，「そのことについてどのように解決されました
か？」，「遠隔授業を受けることで心情的に困ったことは何
ですか？」，「そのことについてどのように対応されました
か？」，「遠隔授業について慣れてきたのはいつ頃でした
か？どんなことから気づかれましたか？」，「遠隔授業で良
かったことはどんなことですか？」，「LINE で討論した感
想を教えて下さい」，「遠隔授業での課題について教えて下
さい」の 10 問である。

3．倫理的配慮
倫理的配慮については事前に愛媛大学教育学部研究倫理

委員会に申請し承認済みである。筆者が研究目的を説明し，
同意が得られたものを調査対象としている。

4．結果の分析
調査で得られた回答のうち，明らかに本授業についての

言及でない回答は除いて，M-GTA を用いて分析を行った。
分析テーマは学生が初めての遠隔授業に対応していく過
程，分析焦点者は遠隔授業を受けた学生とした。M-GTA
の手順は，まず回答から分析ワークシートを用いて，説明
概念を生成した。次に複数の概念からカテゴリーを生成，
最後にカテゴリー相互の関係から結果図，ストーリーライ
ンを作成し分析結果をまとめた。

Ⅳ．結　果
M-GTA の結果から，95 概念と 17 カテゴリーを生成し

た。カテゴリー相互の関係から分析結果をまとめて，簡潔
に文章化し（ストーリーライン），結果図を作成した。以下，
概念を『 　』，カテゴリーを【　 】と表記する。

1．各カテゴリーと概念	 	
結果から一つ概念を例示する。調査結果から，学生は授

業が遠隔授業になることを知り，対面授業の方が良いが，

表1　概念例『仕方がない』

定　義 新型コロナウイルスの感染リスクを減らすために遠隔授業は仕方がない

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
具
体
例
）

対面の方が良い気がするけど，コロナが流行っているからしょうがないな。
コロナウイルスの感染拡大が心配されているので，しょうがないことだと思ったが，遠隔授業は初めてなの
で，不安も大きかった。
大学にはいろいろな場所からくる学生や教授であふれており，感染の拡大を防ぐためには仕方ない対応だと
は思ったが，授業の進め方もそれぞれで決まってないし，何よりも教授側も学生側も慣れていない方法だっ
たためにちゃんとした学びができるのかが不安でしかなかった。
この状況で対面授業を行うのも無理なことだし，仕方ないなと思った。

理論的メモ 学生も遠隔授業は新型コロナウイルスの影響を考えると仕方がないと納得している。
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新型コロナウイルスの感染リスクを減らすためには仕方が
ないことだと感じている。これらから，遠隔授業になるこ
とを仕方がないと感じていることを共通点として，『仕方
がない』という概念を生成した（表 1）。

さらに『仕方がない』という概念を含み，『学校でやる
方が怖い』という概念と合わせて，一つのカテゴリーを生
成している。新型コロナウイルスの影響を表すものとして

【遠隔授業はやむを得ない】というカテゴリーを生成した 
（表 2）。

このように，概念の生成・修正を繰り返し行い， それに
合わせてカテゴリーも生成・修正を行った。101 名分のデー
タ分析を終えた時点で最終確認を行い，理論的飽和に達し
たと判断し，最終的に 95 概念，17 カテゴリーとなった。

2．ストーリーライン（図1）
以下に示すのが M-GTA の最終的な結果となるストー

リーライン及び結果図である。
大学での授業が遠隔授業になることを初めて聞いた学生

は『授業に対する不安』，『出席に関する不安』，『討論をど
うするのか』という授業に関すること，『パソコン，イン
ターネットへの不安』，『ZOOM に対する不安』，『自分の
部屋や顔が映るのが嫌だ』といった技術的なことなどの多
くの『不安』を抱いている。また授業が始まると『指名さ
れたときにきつい』といった【遠隔授業に対する不安】を
感じているが，現在，新型コロナウイルスの影響下にある
ことで『学校でやる方が怖い』と考え，『仕方がない』と【遠
隔授業はやむを得ない】と考えている。

遠隔授業を受け始めた学生は『ZOOM に入れない』，
『ZOOM の操作が分からない』，『回線の問題』，『操作性の
問題』と多様な問題を抱え，『机のスペースが必要』であ
り『遠隔授業は忙しい』，『面倒だった』と感じている。『未
解決』なことも多く，遠隔授業に『慣れない』学生もおり

【遠隔授業の技術的な問題】に直面する。『授業の時間を忘
れそう』になり，『疲労感や頭痛』を感じ，『集中しにくい』，

『モチベーションを保つのが難しい』，『友達に相談しにく
い』という環境下で『学びにつながっているのか』という

【遠隔授業の心理的な難しさ】を感じる。さらに【一人で
つらい】といった『友達に会えずつらい』，『もったいない
一年』，『孤独を感じる』といった困難もある。その中で学
生は遠隔授業を受けながら『授業者のデメリット』を感じ
つつ，『担当する先生がおもしろいので動機づけとなった』
と【授業者の印象】を抱いている。

これらの困難に対し学生は『早めに ZOOM に参加』し，
『パソコンを確認』，『インターネット回線の対応』を行い，
分からないところは『インターネットで調べる』，『友達に
聞く』などした。解決しない場合は『後で YouTube を確
認』するといった【遠隔授業の技術的な対応】を行い，【ス
トレスコーピング】として遠隔授業を受講する学生は『み
んなも同じ』だと考え，『孤独に慣れる』ようにした。加
えて学生は『時間に対する意識を高めた』，『学ぶ意識を持
つ』，『授業準備』，『環境整理』を行い，授業内では『メモ
をとる』ことを行い，『課題の確認』，『とにかく課題をこ
なした』と『頑張った』という【受講努力】を行った。

学生の中には『遠隔授業は経験があった』者もおり
『ZOOM に慣れた』，『パソコンの操作に慣れた』といった
技術的な問題が解決し，『授業の流れが分かってきた』と
いう【慣れる方法】を用いることで『友達との確認が減っ
た』。学生は『1 ヶ月以内に慣れた』，『2 ヶ月以内に慣れた』，

『3 ヶ月前後で慣れた』といった時間の差はあるものの，【遠
隔授業に慣れる】ことができた。

このように遠隔授業に慣れていく中で学生は LINE を用
いた討論を行う。討論において学生は『LINE は普段から
使い慣れているので便利』なので『意見が言いやすい』，

『LINE での討論が活発』となり，『相手の意見の意図を想
像する』ことで『討論が協力的で進行が進みやすい』と感
じている。『文字に起こすと自分の考えが深まる』，『聴覚
障がい者でも討論に参加できる』，『タイピングが速くなっ
た』といったメリットや『討論内容が文字で残る』こと
で復習にも活用し，『討論して視野が広がった』という体
験に繋がり，【LINE での討論のメリット】を感じている。
一方，『LINE グループ作成の苦労』，があり，『討論がな
かなか始まらない』，『文字を打つのに時間がかかる』，『意
志疎通が難しい』，『質問しづらい』ことから『LINE での
討論はやりづらい』といった【LINE での討論のデメリッ
ト】もある。

授業後，学生は『課題の把握が大変』であり，『課題が
多くしんどい』，『課題が提出されているか不安』になり，

『課題提出を忘れる』といった悪循環に陥る【課題の大変さ】
がある。

しかしながら遠隔授業を受講した学生は『スムーズな授
業』，『工夫されていた授業』，『ちょうどいい課題の量』で
あり，『意外とできる』，『いつも通りの授業』といった【遠
隔授業の手応え】を感じ，『学校に行かなくていいから楽
になる』，『通学時間がなくなる』，『遅刻する心配がない』，

表2　カテゴリー例【遠隔授業はやむを得ない】

定　義 新型コロナウイルスが怖いので遠隔授業は仕方がないと考えていること

概念名 概念 8『仕方がない』
概念 15『学校でやる方が怖い』

理論的メモ 概念 8：学生も遠隔授業は新型コロナウイルスの影響を考えると仕方がないと納得している。
概念 15：学生は新型コロナウイルスの影響を考え，大規模な対面授業に不安，リスクを感じている。
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『リラックスして受けられる』，『落ち着いて授業を受けら
れる』，『どこでも受けられる』，『体調が悪いときでも受講
できる』と遠隔授業を活用している。また学生は『自分の
部屋や顔を映さなくてよい』ことから『身だしなみを考え
る必要がない』という【遠隔授業の受講しやすさ】の中で『新

鮮で面白い』，『集中できる』，『モチベーションを高く維持
できる』と感じ，受講中は『わからないことをすぐに調べ
られる』，『資料が見やすい』といった【遠隔授業のメリッ
ト】を享受している。

以上の結果をまとめたのが図 1 の結果図である。

図１　結果図
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Ⅴ．考　察
以下，遠隔授業への対処と課題，成果，LINE を用いた

討論について M-GTA の結果をもとに考察を行う。

1．遠隔授業への対処と課題
まず遠隔授業の課題と対処について考えていきたい。課

題としてまず言えるのは学生自身が受講環境を自らがコン
トロールせねばならないということである。M-GTA の結
果からも【遠隔授業の技術的な問題】，【遠隔授業の心理的
な難しさ】や【一人でつらい】といった問題は【遠隔授業
の技術的な対応】，【ストレスコーピング】，【受講努力】と
いったカテゴリーにあるような学生自身で原則，解決して
いかねばならず，授業者である筆者が援助できることが少
ないと言える。【遠隔授業の技術的な問題】については筆
者からある程度の情報提供を行ったが，【遠隔授業の技術
的な問題】のカテゴリーにある『末解決』，『慣れない』と
いう者も少なからずいる。これらに対しては大学からの援
助が更に検討される必要があると考えられる。

これらの課題の対処として学生の社会的資源と考えられ
るのは友逹が挙げられる。遠隔授業となることで『友達に
会えずつらい』と『友達に相談しにくい』といった寂しさ
は当然あるものの，【遠隔授業の技術的な対応】のカテゴ
リーにおいて『友達に聞く』といった対処法であり，【慣
れる方法】 のカテゴリーにおいても『友達との確認が減っ
た』ということで分かるという形で【遠隔授業に慣れる】
ことから友達が重要な社会資源であるとが言える。中村ら

（2011）の研究では友人関係が大学不適応に及ぼす影響を
検討し，授業理解や友人関係が充実している群が適応的な
大学生活を送る傾向，友人関係が偏向している群は大学不
適応的な傾向がうかがわれた結果があり，遠隔授業で実際
に友達には会えない中でも友達が遠隔授業の適応について
も同様の傾向にあると推測される。

もう一つは【一人でつらい】や【遠隔授業の心理的な難
しさ】のカテゴリーの『モチベーションを保つのが難しい』，

『友達に相談しにくい』，『疲労感や頭痛』といったストレ
スに対する対応である。これらは【ストレスコーピング】
で対処されていると考えられる。ストレスコーピングとは
坪井（2010）によればストレスを起こすストレッサーを解
決するため，あるいは心理的・身体的な負担感を減らすた
めに取る何らかの行動である。『みんなも同じ』と認知的
再評価型コーピングや，『孤独に慣れる』といった情動焦
点型コーピングが用いられていると考えられる。

また，問題焦点型コーピングと考えられる【受講努力】
のカテゴリーは高い学習動機づけによる対応で行われてい
ると考えられる。また，少数意見ながら『担当する先生が
おもしろいので動機付けとなった』もあり，授業者のキャ
ラクターもわずかながら役立っていたと考えられる。

ただし，【課題の大変さ】といったカテゴリーについて
は前述したように従来の対面授業から課題内容は提出方法
から含めて，文字数以外は変えておらず，以前に本授業の
不推薦の意見の中に「大変だと思います（課題とか）」といっ
た意見があり，従来からと変わらない傾向と考えられる（相
模，2015）。【遠隔授業の手応え】のカテゴリーに『ちょう
どいい課題の量』という概念もあることから，これは他の
受講している授業でも課題が出ていると推測され，授業単
体より受講している授業全体での課題の総数が学生の負担
となっていると考えられる。

これらから学生はストレスコーピングを行いながら高い
学習動機づけで受講しており，遠隔授業に慣れていく者が
多いが，技術的な問題についての援助は必要と考えられる。

2．遠隔授業の成果
次に本研究での遠隔授業の成果について考える。ほとん

どの学生が始めての体験であったにも関わらず，【遠隔授
業の受講しやすさ】や【遠隔授業のメリット】を感じ，順
応していっていることは注目に値すると考える。これは学
生が【遠隔授業の手応え】として『いつも通りの授業』，『工
夫されていた授業』，『スムーズな授業』といった印象を受
け，自身が『意外とできる』と感じていることが前提とし
て影響していると考えられ，遠隔授業をいかに行うかが授
業者の課題と言える。
【遠隔授業の受講しやすさ】のカテゴリーにある『学校

に行かなくていいから楽になる』，『通学時聞がなくなる』
や『わからないことをすぐに調べられる』といった遠隔授
業でこそできる学習姿勢は他の調査（高知大学生の with
コロナ After コロナを考える会，2020）でも見られるが，『リ
ラックスして受けられる』，『落ち着いて授業を受けられる』
といった学生自身が受講環境を調整できることを学生が実
感し，『モチベーションを高く維持できる』，『資料が見や
すい』や後述する LINE での討論の『討論内容が文字で残
る』ことで復習に用いるといった自らの学習態度を掴みつ
つあると言える。これについて青木（2005）は e-Learning
の導入により，個々の学習スタイルにあった学習環境を提
供し，学習者が自分の学習スタイルを認識して，それに見
合った学習環境を選択することは，教育効果を最大限にす
るためにも重要な要素と述べており，学生が自主的にこの
ような学習スタイルを模索していると言える。

授業開始時には多くの学生が【遠隔授業に対する不安】
を感じていたが，遠隔授業を工夫して行うことで前述した
不安を払拭し，学生の学習意欲を喚起することができたと
考える。

3．LINEを用いた討論
授業では学生の討論について，LINE を用いて行った。

遠隔授業においてメッセンジャーソフトを用いた例も見ら
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れるが（喜多，2009），LINE を用いて討論を行った遠隔
授業は見られない。

この LINE での討論について【LINE での討論のメリッ
ト】【LINE での討論のデメリット】のカテゴリーをもと
に考察を行いたい。まず【LINE での討論のデメリット】
から考えていくと『LINE グループ作成の苦労』，『文字を
打つのに時間がかかる』，『意志疎通が難しい』といった概
念は SNS を活用したことによる弊害とは考えられる。『文
字を打つのに時間がかかる』については今後，前もって討
論テーマについて考えをまとめておいてもらう準備を学生
に課すことである程度，改善されると考えられる。『意志
疎通が難しい』については学生も LINE での討論を見る限
り，スタンプ等使いながら意思疎通を図っているものの，
今後の課題と考えられる。逆に『質問しづらい』や『LINE
での討論はやりづらい』といった概念の意見は通常の対面
授業での授業評価でも従来から見られており，これについ
ては遠隔授業で受けた学生も同様に感じていると考えられ
る。
【LINE での討論のメリット】として『LINE は普段から

使い慣れているので便利』，『意見が言いやすい』，『LINE
での討論が活発』といった概念については授業者としての
ねらいがよく受け取られていると考えられる。『討論が協
力的で進行が進みやすい』，『討論して視野が広がった』と
いった学習効果は従来の対面授業と大きく変わらないと考
えられるが，討論の際に『相手の意見の意図を想像する』
ことで『討論が協力的で進行が進みやすい』といった面は，
学生が問題となっている児童生徒の立場に立つことにも共
通しており，教育相談の面からも役立つと考えられる。ま
た，授業者としては意図していなかったが『文字に起こす
と自分の考えが深まる』，『討論内容が文字で残る』といっ
た概念は従来の対面授業では得られなかったものであり，
SNS で行うことで学生が自身の考えの深まりの気づきを
得て，復習に積極的に活用している面が見られる。この点
は SNS での討論の大きな可能性を示唆していると考える。
また，『聴覚障がい者でも討論に参加できる』といった概
念は少数ながらも，今後の聴覚障がい者の討論へのサポー
トとしての発展性があると考えられる。聴覚障がい者の遠
隔授業での報告は除村（2020）があるが，講義における支
援であり，自ら他の学生と同様に討論に参加できる意義は
大きいと言える。

以上のことから LINE での討論は対面でのそれと比べて
も意義があると考えられる。

4．まとめと今後の課題
本研究では遠隔授業での学生の感想を M-GTA を用いて

分析することで学生による学習環境の調整や学習スタイル
の試行錯誤が学習動機づけの高さに裏付けられていること
が分かった。

今後の課題として LINE での討論の意思疎通や技術的な
問題の対応が挙げられ，遠隔授業の改善が求められる。今
しばらく新型コロナウイルスの影響が続くと予想され，よ
りよい遠隔授業のあり方を探る試行錯誤が続くと推測され
る。
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